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林業の労働災害の現状と対策
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はじめに

　平成20年の宮崎県内における、林業の労働災害による死亡者数は3名とな

り、前年の死亡者数5名に引き続き、全産業の中では最多となりました。さら

に、本年に人ってからも、既に2名の方が亡くなっています。

　平成16年から20年までの5年間の林業の労働災害による死亡者数は14

名ですが、このうち最も多いのが伐倒作業中の死亡災害で、次いで集材作業中

の死亡災害となっています。これらの死亡災害の原因としては、r適切な退避が

行われていない』、r合図や確認が不十分である』、rかかり木や枝からみ木の処

理が適切に行われていない」などの、伐木作業における「基本的措置』が確実

に行われていないことなどが指摘されています。また、未熟練労働者とともに

経験豊かな熟練労働者の死亡災害も少なくありません。

　こうした事態を受けて宮崎労働局では、・F成20年度に策定しました宮崎労

働局第11次労働災害防止推進計画において、林業を一重点業種として掲げ、労

働災害防止対策の徹底を図ることにしました．

　このパンフレットは、宮崎県内の全ての林業関係者に、当県の林業の労働災

害の現状を御理解いただき、死亡災害をはじめ林業の労働災害を減らすための

参考としていただくために作成したものです。このパンフレットに記載してい

る16件の災害事例は、平成16年からこれまでに、実際に宮崎県内で発生し

た死亡災害の事例であり、事業者の方は勿論ですが、特に林業の現場で伐木作

業や集材作業等に従事している労働者の方々に見ていただきたいものです。

　最近の宮崎県の林業を取り巻く状況は、県外資本の製材業の進出の動きなど

もあり県産材への需要増加が見込まれており、これに伴い林業現場での作業量

も増加をすると予想される一方、適切な対策を講じなければ労働災害がさらに

増加する懸念があります。宮崎県の林業が発展の機会を得た今こそ、林業関係

者が一丸となって労働災害防止に取り組む必要があります。

　このパンフレットが、宮崎県の林業の健全な発展の…助となれば幸いです。

平成21年10月

宮崎労働局



全産業及び主要産業の死亡者数の推移
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集材・造材・造林・その他の作業中の災害発生状況
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災害事例①
転　倒 その他の動力運搬機

傾斜24度の民有林において、被災者は長さ4m、 直径13cmの杉丸太を林内作業車に積み込む
発生状況 ため、ウインチワイヤロープで杉丸太を引き寄せていたところ、林内作業車が横転し、緊張したウイ

ンチワイヤロープと地面に胸部を挟まれ、 大動脈破裂により死亡した。

1林内作業車を24度の傾斜に設置し、機 1 林内作業車で集材作業行う場合は、できる限
体の真横方向からウインチで材を引き寄 り平坦な箇所に林内作業車を設置し、ウインチ
せたこと。 の巻き込み方向と、材の引き寄せ方向が同一

2現場の状況及び林内作業車の能力に応
になるようにすること。

原　因
じた作業計画の作成を行っていなかった
ｱと。 対　策

2 現場の状況及び林内作業の能力に応じた作
ﾆ計画を作成し、関係労働者に周知すること。

3林内作業車のウインチで材の引寄せ、積
込む際に転倒防止措置を講じていなかっ 3 林内作業車で集材作業等を行う場合は、立木
たこと。 等にワイヤーロープで固定する等転倒防止措

置を講じること。
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災害事例②
一β1

r一�W　　　激突され 機械集材装置、運材索道

発生状況

機械集材装置による杉の全幹集材現場において、被災者が、先山で伐倒木の荷掛け作業を行っ
ﾄいたところ、集材中の材が被災者の頭部に激突して死亡した。

原　因

1伐倒木の集材作業において安全な場所
@に退避する前に巻上の合図を送ったこ
@と。

Q集材機の運転手が、被災者の安全を確
@記してから作業を行わなかったこと。

対　策

1巻上げ中の伐倒木の飛来の危険がない場所
@に退避した後に、巻上の合図を送ること。

Q集材機の運転者と荷掛け者が、連絡を緊密に
@とりながら作業を行うこと。
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災害事例③
激突され 立木等

発生状溌

原　因

民有林において作業員3名で、杉、ヒノキの伐倒作業中に、同僚が長さ約25m・胸高直径28cm
の杉（40年生）を伐倒したところ、予定外の方向へ倒れ、約16m離れた箇所で伐倒作業を行ってい
た被災者の背中を直撃した。被災者は脊椎骨折、胸骨・肋骨骨折、多臓器損傷等の重傷を負い、収
容先の病院で治療を受けていたが、被災から2日後に死亡した。

1受けロ及び追いロの切り方が不適切で
　あったこと。

2伐倒作業について、合図を定め、関係労
　働者に周知していなかったこと。

3作業計画、打合せが不十分であったた
　め、作業者間の担当区域が不明確となつ
　たこと。

対　策

　こと。

1 関係労働者に伐倒方法等に対する教育を定
期的に実施して、正しい伐倒方法を徹底させる

2伐倒について一定の合図を定め、関係労働者
　に現場での合図を徹底させること。

3作業開始前に現場班長を中心に十分な打ち
　合わせを行い、作業手順や各作業員が受け持
　つ範囲を明確にすること。

災害事例④

の幹が根株ごと倒れていた椎（風倒木）に当たって跳ね返り、それが被災者に激突し、斜面を約4．5
m転落して死亡した。

伐倒方向にある風倒木を未処理のまま
伐倒し、また、受けロより低い位置に追

口を入れるなど、伐倒方法が適切でな
かったこと。

急傾斜地の作業場所で、転落防止のた
めの措置が講じられていなかったこと。

・一一辱劇職鶏亀

一驚亀竃

伐倒木の跳ねかえり等の危険がある風倒木を
事前に処理し、受けロ、追い口を適正に入れ、
くさびを使用して伐倒すること。

急傾斜地で伐倒作業を行う場合は、転落防止
措置を講じること。
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災害事例⑤

倒作業に従事していた。2本の支障木を残して休憩しようとしていたところ、被災者は何らかの理由
で、勾配が約37度の斜面を約20メートル下方に転がり落ちた。斜面途中、勾配が約43度となった
部分において約5メートル墜落し、直下に置いてあった玉切材に頭部を強打して死亡した。

転落の危険がある傾斜地での作業につ
いて、安全帯を使用させる等の措置を講
じていなかったこと。

急傾斜地での作業に適した滑りにくい履
物を使用していなかったこと。

　　　　　　　　　　　　全帯を
等墜落転落の防止措置を講じること。

急傾斜地での作業については、スパイク付地
下足袋等滑りにくい履物を使用すること。

郡29φ

尚

災害事例⑥
激突され 立木等

発生状況

原　因

民有林において、被災者が杉（胸高直径約42cm、樹高約22m）の伐倒を行ったところ、その伐倒
木が既に伐倒していた杉の幹に当たってバウンドして被災者に激突し、被災者がその下敷きになっ
て死亡した。

1退避場所の選定を誤ったこと。

2緊急時の連絡方法が確立されておらず、
　被災者の異常に気付くのが遅れ、発見が
　遅れたこと。

対　策

1退避場所は、　全な位置を選　し、伐倒木が
　安定してから次の作業を行うこと。

2緊急時の連絡体制を確立し、定期的に作業者
　同士が連絡を取り合う等により、作業者の異
　常がないことを確認しながら作業を行うこと。
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災害事例⑦

2危険予知活動等の安全衛生活動が形式
　的なものとなっており、実際の作業に活
　かされていなかったこと。

　　　　｝、　　　，’

．づタ～↓ノ
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￥

2危険予知活動等の安全衛生活動が形式的な
　なものとならないよう、実際の作業において事

　前に定めた作業方法、安全対策を労働者が遵
　守して作業を行っているかを常に監視し、必要
　に応じて適切な指示を行うこと。

災害事例⑧

篇㌘’ぜ
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災害事例⑨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災者が
チェーンソーで杉立木（胸高直径34cm、樹高21、3m）を伐倒した直後、斜面を約1、5m転落し、
頭部を強打、脳挫傷により死亡した。

業床の設置、安全帯の使用、墜落時保

護用の保護帽の藩用等の措置を講じて
いなかったこと。

2退避場所の選定を誤ったこと。

聡濃一
　　　澱
　　　■

勾配があり、足元が不安定な場所で伐木作業

用、墜落時保護用の保護帽の着用等の措置
を講じること。

2伐倒の際の退避場所の選定については、退避
　場所への移動経路の安全性も含めた退避場
　所の選定を行うこと。

災害事例⑩

発生状況

原　因

　災者は、急斜面の谷川に面した山林において、杉立木（樹高約24m、胸高直径31，5cm）の伐
倒作業を行っていた。チェーンソーで受けロ、追いロを切りこみ、〈さびを打ち込んだところ、当該立

木が途中で裂け始めたので、被災者は退避しようとしたが、伐倒木が倒れると同時に根元部分が上
方に跳ね上がり、落下した際に根に残っていた裂けた部分に激突し、その反動で根本の裂けた残り
の部分が切断し、退避しようとしていた被災者の頭部に激突し、脳挫傷により死亡した。

1受けロの深さが伐根直径の約6分の1程
　度と浅かったため、伐倒木が裂けたこと。

2急斜面であったため、受けロを十分切り
　込むことができなかった。

対　策

1受けロの深さは伐根直径の3分の1以上とす
　ること。

2斜面等で受けロを深く切り込むことが困難な
　作業場所では、安全帯を使用する等により安
　全性を確保すること。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長さ3m、
を積載し、沢沿いに仮設された作業道（伐採箇所・土場間約300m）を下っていたところ、伐採箇所

．作業車が横転した」林内作業章を運転していた被災者は、横転した林内作業車と杉玉切り材の下敷

　　　　　　　　　　　　の　カ　に一
　適応する明確な作業計画を立てていな
　かったこと。

2作業路について墜落・転落防止のため路

全標識の設置等の対策がされていな
かったこと．

3林内作業車の運転業務にr林内作業車
　運転者安全教育」未修了者を配置してい
　たこと。

4作業路の路肩の損傷箇所などを確認し
　て補修する等の保守点検体制が確立さ
　れていなカ、つたこと．

一鶴擢5琳における安蜥生渤φ賄が不

に、リスクに対する感受性が低くなってい
たこと。一

　　　　　　　　　　　　カに
　業計画を立て、書面により作成した作業計回
　に従って作業を行うこと．

2林内作業車が路肩から墜落・転落する危険性

低減措置を講じること．

3林内作業章の運転業務に、r林内作業章運転
　者安全教育』修了者を配置すること。

4作業開始前に作業路の保守点検を実施し、そ
　の記録を残すこと．

5労働者に対し、現場ににおいて安全衛生活動

に取り組ませ、労働者の危険に対する感受性
を高いレベルで保持すること。

8



災害事例⑫
激突され 立木等

傾斜25度の民有林において、雑木の伐倒作業中、 災者が伐倒途中の樫の立木（胸高直径27c

売生状況 m、樹高約15m）を放置したまま、斜面下方で他の作業を行っていたところ、放置していた樫の立木
が倒れその下敷きとなって死亡した。

1’い口切りの位置が受け口の下切りの 1受け口の深さは伐　　径の3分の1以上とし、
位置よりも低く、伐倒方向も重心を考慮し 追い口は受けロの下切り位置と受けロの高さ
ていなかったため、立木が倒れなかった の下から3分の2程度の位世に、水平に切り込
こと。 むこと。

原　因 対　簾
2伐倒途中の立木を放遣したまま、その斜 2倒れる危険性のある立木は、放置することな
面下方で作業を行ったこと。 〈、完全に倒してから次の作業を行うこと。

凪

災害事例⑬

造材するため、チェーンソーで根元付近を切断したところ、当該杉の根元部分が回転し、被災者を直
撃した。

でくい止め等によるすべり防止対策を講じ

　ないまま、材の下方で造材作業を行った
　こと。

2林道に材を引き出してから造材作業を行
　うという、予め定められた作業手順に基
　づかずに作業を行ったこと。

1傾斜地で’材作業を行う場合は、造材作
　業中の材の滑落等による災害を防止する
ため、くい止めによるすべり防止対策を行
　い、材の上方で造材作業を行うこと。

2予め定められた作業方法を遵守し、作業を行
　うこと。

9



災害事例⑭

が荷台側面から転落し、運転していた被災者がグラップルの下敷きとなって死亡した。

　現場の広さ、地形、グラッ　ルの重量及

　び貨物トラックの能力等に適応する作業
　計画を立てていなかったこと。

2グラップルを貨物トラックに積み込む際
　に、道板を使用せずにグラップルのアー

　ムを使用して積み込みを行ったこと。

3グラップルの重量が貨物トラックの最大
　積載荷重を超えていたこと。

グラッ　　　　トラックに積み込む作業につ
いて、現場の広さ、地形、グラップル及び貨物
トラックの能力等に適応する作業計画を立てる
こと。

2グラップルを貨物トラックに積み込む際は、十

　分な長さ、幅、強度を有する道板を使用するこ
　と。

3貨物トラックに、最大積載量を超えた荷を積載
　しないこと。

災害事例⑮
激突され 立木等

発生状況

原　因

杉の伐倒現場において、同僚の伐倒した杉が、約18m離れた箇所で受け口を切っていた
を直撃した。

災者

1伐倒作業に特別教育を修了していない
　者を就かせたこと。

2伐例時の合図を定めていなかったこと。

3危険区域内に労働者が立ち入っていな
　いことを確認せずに伐倒したこと。

対　策

1伐倒作業は、　別　育を修了した者を就かせ
　ること。

2伐倒の際の合図を定め、確実に行うこと。

3伐倒を行う前に、危険区域内に労働者が立ち
　入ってないことを確認すること。

、4
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災害事例⑯
墜落・転落 その他の運搬機械

先生状況

原　因

木材伐出現場において、不整地運搬車に7玉切材（長さ3～4m、22本）を積載し、作業路を下って
いたところ、集材箇所から約600m下った作業路の路肩から転落し、不整地運搬車の下敷きとなっ
て死亡した。

1最大積載ilt以上の不整地連　車の運
　転の業務に無資格者を就かせていたこ
　と。

2現場の状況及び不整地運搬車の能力等
　に適応する明確な作業計画を立てていな
　かったこと。

3作業路について墜落・転落防止のため路
　肩付近へ近付かないよう注意喚起する安
　全標識の設置等の対策がされていな
　かったこと。

4現場における安全衛生活動の実施が不
　十分であり、労働者が各作業を行う際
　に、リスクに対する感受性が低くなってい
　たこと。

対　策

1最大積載量1t以上の不整地連　　の運一は
　不整地運搬車運転技能講習を修了した者を就
　かせること。

2現場の状況、不整地運搬車の能力に適応する
　作業計画を立てて、書面により作成した作業
　計画に従って作業を行うこと。

3不整地運搬車が路肩から転落する危険性に
　対して、注意喚起の安全標識を設置する等の
　転落防止のため安全上必要な対策を講じるこ
　と。

4労働者に対し・現場ににおいて安全衛生活動
　（危険予知活動及び指差し呼称等）に積極的
　に取り組ませ、労働者の危険に対する感受性
　を高いレベルで保持すること。

一三．45櫓♪

．
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一
直

望繍一

（注）イラストは一部推測により再現したものです。
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林業における労働災害防止対策
共通事項

lll鱗1畿農旛

灘1講臨の設置

伐木作業
特別教育の実施

伐倒方向の検討（真下方向、上方向の原則禁止）

伐倒時の退避場所の確保

・伐倒方向の反対側

・伐倒予定木から3m以上はなれること
・退避場所に通じる退避路の障害物を取り除くこと

伐倒前に、かん木、つる、浮石等を取り除くこと

受け口の深さは、伐根直径の1／3以上とし受けロ

の角度は30度から45度とすること
追いロの高さは受けロの底辺の2／3程度とすこと

伐倒に際しては、くさびを使用すること

伐倒合図を定め、その励行の確認を行うこと

伐倒の際には、少なくとも、伐倒木の樹高の1．5倍

＼二
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の範囲を伐倒作業者以外の労働者の立入禁止区域とすること

3 かかり木の処理
O　かかり木の処理は、細心の注意を払って作業すること

O　かかり木を処理する場合は、単独作業をさけ、作業前
　　の作業手順の打合せを実施すること

0　次に掲げる方法によるかかり木の処理は行わないこと

　　・かかられている木の伐倒
　　・投げ倒し（浴せ倒し）

　　・元玉切り（かかり木の元玉を切り離す方法）

　　・かかられている木の枝切り

　　・かかり木を肩で担う方法

0　かかり木の処理は、けん引具等を利用して、安全で確

　　実な方法を選択すること

し　　　デ
’瞬ノ

，一

遍ヤ、

oo機

，

O
O

、

、
、、

、

㌦、・1．

・中大径木は、牽引具（チルホール等）とワイヤロープを用い、かかり木から離れて作業する

　こと

・小径木は、棒、つる、木廻し等を使って、樹幹を回転させたり、元ロをずらせたりして、外

　すこと

かかり木は、早期に処理すること

かかり木から離れるときは、標示をしておくこと

12



4　造材作業
　0　転落等により危険の予想される伐倒木等にはくい止め等の措置を講じること

　O　おの、チェーンソー等の操作の支障となるかん木等を取り除かせること

　O　傾斜地での玉切りは、材の上方の斜面で行わせること
　O　凸凹地の渡り木は、二玉以上のつなぎ材として処理し、材が安定した後に、玉切りを行うこと

　0　地面に接して材を支えている枝は、玉切りし材が安定した後に切り払うこと

　O　集材は全幹集材方式を採用し、造材は盤台上で行わせること

5　機械集材装置
　O　機械集材装置の架線作業は、林業架線作業主任者を選任し、その者に行わせること

　0　機械集材装置の運転は、特別教育修了者に行わせること

　O　荷かけ、荷はずし作業は、一定の技能を有する者に行わせること

　O　有効な制動装置を備えること
　O　作業索は、根株等堅固な固定物に2回以上巻き付け、クリップ等で確実に取り付けること、固

　　　定物と直近のクランプ等の距離は、固定物の直径の1・5倍以上とすること

　O　クリップの座金をワイヤロープ等の張力の作用する側にあてて十分に締め付けること

　0　クリップの数及び大きさは、下表のとおりとすること

ワイヤロープの直径（mm）
取り付け個数

6x24　　6x37
6x19 6×7

6．3～16
4 5 6

18～28
5’ 7 6

30～31、5
6 8 9

33．5～45
7 9 11

47．5～50
8 10 12

O　クリップとクリップとの間隔は、ワイヤロープの1よりの長さ（おおむねワイヤロープの直径

　　の6．5倍以上）とすること
0　端末のクリップとワイヤロープの端末との間隔はワイヤロープの直径の6．5倍以上（6×7
　　の場合は8倍以上）とすること

0　ヘッドツリー・テールツリーの控索の取付は、次によること

　　・控索は2以上とすること

　　・控索と支柱のなす角は、30度以上とすること

　　・控え索の方向と主索を含む鉛直面との角度は、30度以上とすること

　　・控索は、サドルブロックの台付ロープよりも上方に少なくとも10cm程度の間隔をおいて取

　　　り付けること

O　作業索の端部を搬機又はロージングブロックに取り付ける場合は、クリップ止め、アイスプラ

　　イス等の方法により確実に取り付けること

0　台付けロープは、安全係数4以上のものを使用し、正しく取り付けること

O　巻上索は、主索と接触しないように取り付けること

O　安全係数は、主索が2．7以上、作業索及び控索が4以上、巻上索及び荷吊り索が6以上とする
　　こと

0　ワイヤロープについては、1よりの間で素線数の10％以上が切断したもの、摩耗による直径の

　　減少が公称径の7％をこえるもの、キンクしたもの、著しい形くずれや腐食のあるものを使用

　　しないこと

O　集材機のすえ付け場所は、次により選定すること

　　・主索の直下付近でないこと

　　・台付けロープの切断等により作業索又はガイドブロックが反ばつ又は飛来するおそれがない

　　　こと
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・落石又は出水により危害を受けるおそれがないこと

・ガイドツリー又はヘッドツリーからドラム幅の15倍以上の距離がとれること

・集材機を水平にすえ付けることができ、かつ、集材機を固定するための堅固なアンカーがえ

　られること

・なるべく集材地域や荷おろし場所がよく見えること

主索の下又は作業素の内角側であって、荷の落下、索の反ばつ等の危険がある箇所には、労働

者を立ち入らせないこと

荷かけ作業及び荷はずし作業について安全作業標準を作成させ、これを順守すること

特に、荷が着地しないうちにこれに近づいたり、安全な場所に退避せずに荷を巻き上げさせた

りすること等は厳禁すること

全幹集材の場合には、荷を2点吊りとするか、又はおろし盤台にカスリ等の設備を設けること

組立て又は変更を行った場合、試運転を行った場合、強風、大雨、大雪等の悪天候の後、中震

以上の地震の後の場合、その日の作業を開始しようとする場合には、所定の事項について点検

を行うこと

林業架線作業は、作業主任者の直接指揮のもとに行うこと

組み立てた場合又は主索の張力に変化を生ずる変更をした場合は主索の安全係数を検定し、か

つ、その最大荷重の荷重で試運転を行わせること

現場の見やすい場所に次の事項を表示すること
・最大使用荷重

　　・中央垂下比

　　・支間の斜距離及び傾斜角

　　・主索及び作業索の安全係数

　　・原動機の定格出力及び集材機の最大けん引力

　　・予定使用期間

　　・林業架線作業主任者の氏名

　　・運転者の氏名

O　保護帽を着用すること

　刈払機の使用
O　あらかじめ、作業手順、労働者の配置、合図の方

　　法等の作業計画を定め、関係労働者に周知すると

　　ともに、その作業を指揮する者を選任すること

O　刈払機の選択等

0

　　1・　　〆イニ・
」　　　一響　　　’童

惰一 s一
醒イ遮馨1一

・造林作業に適した構造、強度を有し、緊急離脱装置及び飛散防護装置を備えていること

・刈刃は、丸のこ刃又はこれと同等の性能と安全性を有し、正しい目立てを行ったものを使用

　すること
・刈刃の取付けは、専用工具を使用し確実に取付けたことを確認して使用すること

作業の進め方

・斜面で刈払作業を行う場合は、労働者の作業位置が上下にならないこと

・刈払機の操作者から5メートル以内を危険区域とし、

・他の者を立ち入らせないこと

・かん木等を刈払う場合は、樹高の1．5倍の範囲に

他の者を立ち入らせないこと

・かん木等を刈払う場合は、切断部の直径が8センチ

　メートル程度以下のものとすること

・岩石等の障害物が予想される箇所では、高刈りとし

　状況に応じて二段刈りとすること

・急斜地では、斜面の下方へ向かって刈り進まないこ
　と

・刈払作業中、打合せ等のため他の者が近づくときは

合図をし、作業者がエンジンを止め、刈刃が止まつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
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　たことを確認のうえ、近寄ること

・落下するおそれのある浮石の除去等作業前の環境の

　整備に努めること

刈払機の取扱い

・刈払作業は、正しい姿勢で行い、特に足の位置は、

　刈刃に近寄らないようにすること

・刈刃で打つ、たたく等の方法での刈払いは行わない

　こと

・刈払対象物に当てる刈刃の位置は、安全に切断でき

　る箇所とすること

・刈刃が岩石等の障害物に当たったとき、飛散防護装

　｝’『　　　　　　　、
　－　　　　　　　　　　＼
ノ

〆、ぜレ

㌧

＼

醤

＼
称華㌍・τ

■

》■

串■

@曉　「ら

ト
亙
｝
　
　
鼻

一」　　■

亀　一㌧一一

@’｡．

無
「
一
9
　
　
4
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　置等刈刃の周辺部に雑草、つる等がからまったときは、直ちにエンジンを止め、刈刃が止ま

　つたことを確認のうえ　刈刃を点検すること

・刈刃が止まっていてもエンジンの運転中は、刈刃に近づいたり、手で触れたり、他の作業者

　を近づけたりしないこと

・作業中又は休息時等に刈払機を置くときは、滑らないよう安定させ、刈刃は見えやすい状態

　にしておくこと

自主点検（1月以内ごと、1週間以内ごと、作業開始前）の実施

袖じまり等のよい作業服を着用する等、安全な作業を行うことができる服装とすること

保護帽、丈夫で軽いすね当てを着用し、必要に応じ、防じん眼鏡、防蜂網を使用すること

合図のための呼子を携帯すること

作業地内で刈払い場所を変えるため等で移動する場合は、原則として、エンジンを停止するこ
と

7

O
O
O
O
O0
0

林内作業車等
　自主点検（年次、月例、作業開始前）の実施

異常を認めたときは、補修等必要な措置を講じること

安全教育の実施

安全作業マニュアルの作成と関係労働者への周知

次の事項を内容とする作業計画の作成と関係労働者へ

の周知

　・機械の運行経路

　・機械を使用する作業の方法

作業指揮者を定め、その者に作業指揮を行わせること

次の箇所を立入禁止とすること

　　　　　　雌

　　　、ゲ4溌

　　　　渦、漁

、・ト、3漣
　、　　　　　　　、．
　へ　　　　　　　　　　　　　　でい
　　＼　　　　　一一・
瀞　　・、

　　・集材作業等を行っている場所の下方で、材の転落等による危険を生ずるおそれのある箇所

　　・作業索の屈曲部の内側で、ワイヤロープ、ガイドブロック等が反ばつ又は飛来するおそれの

　　　ある箇所

　　・作業中の機械又は荷に接触するおそれのある箇所

O　一定の合図を定め、関係労働者に周知徹底すること

0　作業開始時には、周囲の安全を確認すること

O　林内作業車等の転倒又は転落による危険を防止するため、走行路等について路肩の崩壊を防止

　　すること、地盤の不同沈下を防止すること、必要な幅員を保持する等必要な措置を講じること

0　作業の際に、転倒・転落による危険の生ずるおそれがある場合は、誘導者を配置すること

O　土場は、土砂の崩壊等のおそれのない場所を選定し、林内作業車等の方向転換が安全にできる

　　広さを確保すること

O　作業路等を確保するための作業は、崩壊及び落石等の落下の防止に十分配慮すること

0　林内作業車等の移送時の措置
　　貨物自動車等への積降ろしをする場合は、平坦で、堅固な場所において行うこと

　　道板等を使用する場合は、転落、転倒による危険を防止するための措置を講じること
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8 高性能林業機械

　　処理材の種類に応じたもの）と関係労働者への周知

　　を行わせる

　　保すること

　　などの走行に支障となるものは、あらかじめ除去し

　　ておくこと

　　進で降りること

　　こと

O　林内を走行するときは、作業機を走行方向に向け、

O　自主点検の（月次、年次、作業開始前）実施
O　安全教育の実施（高性能林業機械安全衛生教育）

0　作業計画の作成（機械の能力、作業箇所の状況、

O　作業指揮者を定め、作業計画に基づいた作業の指揮

0　複数で作業を行う場合は、一定の合図を定めること

O　機械の走行路及び作業場所について必要な幅員を確

0　又は作業スペースを確保すること
O　走行路は凹凸のないように地ならしし、根株、岩石

0　傾斜地での上り・下りは、原則として前進で上り後

O　作業開始時には、周囲の安全を確認すること

O　機械の運転の際は、キャビンドアを閉めて運転する

O

O

O
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斜面や伐根に作業機が当たらない程度に低く下した姿勢で走行すること

伐倒木や材をつかんだ状態で移動するときは、作業機を車体に近づけること

材をつかんで旋回する場合は、つかんだ材が車体に接触しない程度に作業木を車体に近づける
こと

機械での伐倒作業時は、運転席から倒す立木の高さの2倍の半径の円内を危険区域とし他の作

業者を立ち入らせないこと

運転席から離れる際は、作業木機を安定な場所におろし、エンジンを停止すること

9　緊急連絡体制の確立
　0　緊急時における連絡方法、被災者の移送方法を決定し、次の事項を作業者に周知すること
　　　　・作業中の作業者相互の連絡方法

　　　　・作業場所と連絡の拠点となる場所（山土場等）との連絡方法

　　　　・山土場等から事務所、消防機関等の救急機関への連絡方法

　　　　・災害発生場所からの被災者の移送方法

　　　　・現場に持ち込む救急用品

　　　　・緊急時の連絡責任者の選任（連絡責任者の職務）

　O　緊急時の連絡責任者を選任し、次の職務を行わせること
　　　　・作業開始前の事務所、消防機関等の救急機関等の連絡先の確認等

　　　　・現場から事務所への無線通信が可能な位置の確認

　　　　・作業者相互の連絡による安全の確認

　　　　・所在不明作業者の捜索の実施

　　　　・災害発生時における被災者への応急処置、移送及ぴ事務所、消防機関等の救急機関等への

　　　　連絡
　0　作業業開始前に、現場に持ち込む通信機器の点検、救急用品の確認

　　O　現場での異常発生時は連絡責任者に連絡に直ちに連絡する

　　O　緊急時の連絡等の教育訓練の実施
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0
危険予知活動の実施
毎朝、作業現場において、その日の作業における危険な事項を確認し合い、安全な作業方法、

手順について作業者全員で検討すること

（参　考）

班長

2月　20日 危険予知活動表

現　　場　　名 O　O　O　O　O　事業
グループの作業内容 立木の伐倒

どこに・どんな

�@　険　　が
��ﾅいるか？

　・チェーンソー伐働者が逃げ遅れ、伐倒木に激突される。一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　『　　　『　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　層　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　一　　　昌　　　，　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一

@・伐倒木が他の作業者に激突する。一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　昌　　　一　　　『　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　昌　　　督　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　一

@・チェーンソーで足を切る。一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　　ロ　　　ロ　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　＿　　　一

だから私達は

ｱうします

　・伐倒前に退避場所を選定し、確実に退避する。一　　　昌　　　一　　　一　　　P　　　『　　　響　　　－　　　一　　　一　　　一　　　口　　　層　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　一　　　一　　　一　　　』　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

@・伐倒前に立入禁止区域内に他の作業者がいないか確認する。一　　一　　一　　一　　一　　一　　』　　喜　　一　　層　　一　　一　　－　　一　　一　　－　　一　　一　　一　　一　　『　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　ロ　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　胃　　一　　一

@・指差し呼称を励行し、伐倒合図を呼笛で確実に行う。一　　　－　　　甲　　　一　　　－　　　一　　　一　　　暑　　　一　　　一　　　昌　　　－　　　層　　　一　　　一　　　層　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　喜　　　一　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿

@・チェーンソー用防護服を着用。
グループ名

n　O　O　O
班　長　氏　名　O　O　　　　　　作　業　員　　　O　名

参加者サイン

　0　0　0　　　　0　0　0一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　ロ　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　昌　　一　　一　　一　　桶　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　輯　　榊　　一　　一

@〇　〇　〇　　　　〇　〇　〇

班長

2月20日 危　険　予　知　活　動　表

現　　場　　名 0　0　0　0　事業
グループの作業内容 グラップルによる林内作業車への積み込み

・グラップルがバックし、補助作業者に接触する。

・旋回するグラップルの補助作業者にアームが激突する。
どこに・どんな

�@　険　　が

��ﾅいるか？

・作業路路肩に近づき、作業車が転落する。

・林内作業車が横転し、投げ出される。

・バックするときは、誘導を行う。

・グラップルの作業範囲には近づかない。だから私達は

ｱうします
・作業路路肩にトラロープを設置する。

・シートベルト、ヘルメットの着用。

グループ名

O　0　0　0
班長氏名O　O　　作乗員　　O名

0　0　0　　　　0　0　0
参加者サイン 0　0　0　　　　0　0　0
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11　現場班長による安全宣言の実施

。　　r現場班長」が、労働災害防止のため自らが何を行うのかを具体的に考え、それを掲示する

　ことにより、そこで働く作業者に対し、労働災害防止に取り組んでいる意気込みを表明し、ひ
　いては現場全体の労働災害防止に対する意識啓発を図ることを目的して実施すること。
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平成年度第　回
　　　　　　　　　　　　　　　　掲示日

現場班長による

　　　　『安全現場宣

さズヂじアロト　　さズだを　ヂど　　　　アしア　　リボだア　ア

　《幽労鵜蟷腱鵬宣柵動惣
年　　　月

言』

労働災害防止のため私はこうします1

日

★グラップルの作業半径内は立入禁止に

　します。

★立木を伐倒する時は、笛による合図・指

　差し呼称を必ず行います。

★「シートベルトの■用徽臨’という岬ぴ榔1ず的なもので1‡なく「OOを農用します瞥OOを持し、ます．」など、真体的に．陰にでもわ

かりやすい裏翼とし喝また、囎嘱職長白らがモれを真打」ていることを、すべての作鼠者が碇星で壱るような内事にL車しょう．詐

叢書一人ひとりがあなたの行動を見てい季†．

会　社　名OO林業株式会社

現場名△△山林
安全管理責任者現場班長　都城太郎
1塵箱て署名し乖し上う一・

基　本　方　針

労働災害のない林業現場の実現

★裡蚤あるいは妻社の方斜として室重っτいる蜜全衛隻に撤する‘凋【1「俳をE入L遠しまう，

　O重富内・を吟貼L、寄月！師丁もこと卸量享軽車†ガ．咋量覗娼1二よ一τ惇1ケ月F魍麗る■燐鉱鶏面ごとrこ吏聯†ることも“端でし，う．

　O■ヰサイズ埴A－1で†．幅＊娼麟に音軸壁て仁武．轄小してく，」～」㌧．

一■1■丑ゴレ写　　凶ノヨゴレ写　　／｛エーヲゴレ写　ス■．ヨヨゼ、9　X■1ヨゴt贋　　！｛■ヨヨレ9　　スーZヨゴレε xノヨゴレく3
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